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亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事

位　置　図

小谷跨道橋



西中谷橋 現況一般図 縮  尺  1 : 100

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425

側　面　図

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425
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工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 現況一般図

1:100

※ 現況線は竣工図書からのトレースであるため、現地で確認を行ってから施工を行うこと。
亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 対策一般図 縮  尺  1 : 100

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425

側　面　図

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425
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平　面　図
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舗装打換工

伸縮装置取替工

伸縮装置取替工

伸縮装置取替工

伸縮装置取替工

断面修復工(A1橋台)

断面修復工(A2橋台)

舗装打換工

橋　長 31208

剥落防止対策工
(縁端拡幅)

剥落防止対策工
(縁端拡幅)

剥落防止対策工
(縁端拡幅)

剥落防止対策工
(縁端拡幅)

ひびわれ充填工(A2橋台)

※ 現況線は竣工図書からのトレースであるため、現地で確認を行ってから施工を行うこと。

排水装置補修工

排水装置補修工

ひびわれ充填工(A1橋台)
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断面修復工(A2橋台)
ひびわれ充填工(A2橋台)

排水装置補修工

支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工

支承防錆工
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剥落防止対策工(縁端拡幅)
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ひびわれ注入工(A1橋台)
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支承防錆工

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 対策一般図

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その1) 縮  尺  1 : 60

ひびわれ注入工・ひびわれ充填工・断面修復工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

A 1 橋 台

断面修復(竪壁)
0.15m×0.25m

3

断面修復(胸壁)
0.25m×0.10m

1

断面修復(竪壁)
0.10m×0.10m,N=2

5

断面修復(竪壁)
0.20m×0.40m

17

断面修復(竪壁)
0.25m×0.10m

18

断面修復(竪壁)
0.10m×0.10m

15

断面修復(竪壁)
0.25m×0.20m

16

断面修復(竪壁)
0.20m×0.15m

14

断面修復(竪壁)
0.05m×0.10m

13

断面修復(竪壁)
0.20m×0.25m

12

断面修復(竪壁)
0.20m×0.30m

11

断面修復(竪壁)
0.20m×0.40m

10

断面修復(竪壁)
0.20m×0.10m

9

断面修復(竪壁)
0.10m×0.20m

8

断面修復(竪壁)
0.10m×0.15m

6

断面修復(竪壁)
0.20m×0.50m

7

A 2 橋 台

断面修復(胸壁)
0.50m×0.40m

22

断面修復(竪壁)
0.05m×0.05m

25

断面修復(竪壁)
0.20m×2.30m

24

断面修復(胸壁)
0.40m×0.20m

23

断面修復(翼壁)
0.20m×0.05m

21

断面修復(翼壁)
0.10m×0.10m

19

断面修復(翼壁)
0.30m×0.20m

28

断面修復(翼壁)
0.05m×0.05m

29

ひびわれ注入

位　置
ひびわれ幅

(mm)

長　さ

(m)
箇　所

ひびわれ延長

(m)

合　計 0.2

1 0.2 0.210.2

【A1橋台】

小　計 0.2

合　計

※ はつり深さは6cmと想定

2.572

小　計

1 × 0.100.25 1 0.025

2 × 1

【A1橋台】

3 × 1

× 2

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

【A2橋台】

× 1

× 1

× 1

× 1

小　計 1.161

断面修復(下部工)

位　置
損傷寸法

(m)
箇　所

面　積

(m )2

ひびわれ充填(翼壁)7
W=不明,L=0.7m

ひびわれ充填(竪壁)6
W=不明,L=3.1m

ひびわれ充填

位　置
ひびわれ幅

(mm)

長　さ

(m)
箇　所

ひびわれ延長

(m)

合　計 6.9

1 - 0.310.3

0.3

【A1橋台】

2 - 1.911.9

3 - 0.510.5

小　計 3.1

4 - 10.3

6 - 3.113.1

【A2橋台】

7 - 0.710.7

小　計 3.8

遊離石灰

剥　離

漏　水

鉄筋露出

豆板・空洞

ひびわれ

凡　例

その他

4

5

6

7

8

9

11

12

13

15

16

17

19

20

18

14

10

22

23

24

25

26

5 - 0.110.1

ひびわれ充填(翼壁)5
W=不明,L=0.1m

断面修復(竪壁)
0.15m×4.70m

4

断面修復(胸壁)
0.15m×0.15m

2

ひびわれ注入(翼壁)1
W=0.2mm,L=0.2m

ひびわれ充填(翼壁)2
W=不明,L=1.9m

ひびわれ充填(翼壁)1
W=不明,L=0.3m

断面修復(翼壁)
0.10m×0.35m

20

ひびわれ充填(翼壁)4
W=不明,L=0.3m

ひびわれ充填(翼壁)3
W=不明,L=0.5m

断面修復(翼壁)
0.25m×0.30m

27断面修復(翼壁)
0.20m×0.25m

26 断面修復(翼壁)
0.20m×0.60m

30

断面修復(翼壁)
0.20m×0.25m

31

断面修復(翼壁)
0.30m×0.20m

32

× 121

27

28

29

30

31

32

0.150.15 0.023

0.250.15 0.038

4.700.15 0.705

0.100.10 0.020

0.150.10 0.015

0.500.20 0.100

0.200.10 0.020

0.100.20 0.020

0.400.20 0.080

0.300.20 0.060

0.250.20 0.050

0.100.05 0.005

0.150.20 0.030

0.100.10 0.010

0.200.25 0.050

0.400.20 0.080

0.100.25 0.025

0.100.10 0.010

0.350.10 0.035

0.050.20 0.010

0.400.50 0.200

0.200.40 0.080

2.300.20 0.460

0.050.05 0.003

0.250.20 0.050

× 1

× 1

× 1

× 1

× 1

0.300.25 0.075

0.200.30 0.060

0.050.05 0.003

0.600.20 0.120

0.250.20 0.050

× 10.200.30 0.060

1.411

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その1)

1:60

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事

4 / 30



西中谷橋 補修図(その2) 縮  尺  1 : 100

剥落防止対策工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

コンクリート

素地調整材

プライマー

中塗り

上塗り

剥落防止対策工詳細図

同等品以上

タフガードEWフィラー

タフガードR-Wプライマー

タフガードQ-R

タフガードUD上塗

同等品以上

コンクリート

プライマー
HBプライマー

接着剤
ショーボンドHB

特殊ラミネートシート
ショーボンドHBシート

タフガードQ-R工法 ハイブリッドシート工法

※ 施工時の養生について、夏季等の外気温23℃以上見込める場合は、
　 施工間隔の短縮が図れる『タフガードQ-R工法同等品以上』を使用すること。
　 施工時期が夏季以外で外気温23℃以上見込めない場合は、
　 『ハイブリッドシート工法同等品以上』を使用すること。

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

側　面　図

A1 A2

0.5%

至 名古屋 至 大阪

東名阪自動車道

75
°

75°

剥落防止対策 剥落防止対策

4500

4
0
0

縁 端 拡 幅 S=1:60

460

9
5
0

290
23
0

1
5
0

170 4500

1
1
0
0

1
1
0
0

9
5
0

1
5
0

1
1
0
0

9
5
0

1
5
0

460

9
5
0

290

230

1
5
0

170

1
1
0
0

46
0

剥落防止対策

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その2)

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その3) 縮  尺  図　示

伸縮装置取替工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

A1 A2

4
7
0
0

3
5
0

4
0
0
0

3
5
0

400

4620

400

400

4620

400

平　面　図 S=1:100

荷重支持型ジョイント L=4.62m
AIJ-30同等品以上

荷重支持型ジョイント L=4.62m
AIJ-20同等品以上

地覆部止水処理
L=0.50m

地覆部止水処理
L=0.50m

地覆部止水処理
L=0.50m

地覆部止水処理
L=0.50m

断　面　図 S=1:50

4700

350 4000 350

荷重支持型ジョイント L=4.62m
A1橋台:AIJ-30同等品以上

地覆部止水処理
L=0.50m

地覆部止水処理
L=0.50m

2.0% 2.0%

A2橋台:AIJ-20同等品以上

308 D+103 269

39 D 64

弾性シーリング材

補強鉄筋 D13

フェースプレート

リブプレート

後打ちコンクリート

350 d 310

伸縮装置(AIJ-20同等品以上)

異形アンカー D13×100
c.t.c 200pitch

A2橋台:AIJ-20同等品以上

50 d

二重止水材

d+100

50

6
5

舗 装7
0

35

パラペット 床　版

1800

50 8×200=1600 150

1800

150 8×200=1600 50

200

5010801050

2
4
0

D
＋
7
7

2
4
0

鉄筋加工図

2360

8-D13×2360S1

2360

100

m

4.62m当り

単 位 数　量 摘          要名          称 規          格

伸縮装置取替数量表 A2橋台

荷重支持型ジョイント AIJ-20同等品以上

鉄筋

後打ちコンクリート σ3h=24N/mm

SD345 D13

4.62

0.2

0.019

m

t
3超速硬コンクリート

1.ジョイントのタイプ及び配筋計画は、現地状況によって変わる。

注記

2.既設伸縮装置撤去時のはつり高は、現地状況に応じて決定すること。

異形アンカー

2

D13×100 本 96

二重止水装置付き

3.ジョイントセット遊間Dは施工時の温度及び床版遊間dにより調整すること。

4.既設ジョイント撤去時パラペット及び床版の脆弱な箇所は全て斫りとること。

5.床版遊間は現地調査の上調整すること。

6.ジョイントの裏込幅及びパラペット幅は現地調査の上調整すること。

(
平

均
厚

)

50 d 50

d＋100

34 D 74

D＋108295 265

350 320

舗 装7
0

(
平
均

厚
)

d
23

異形アンカー D13×100
c.t.c 200pitch 二重止水材

補強鉄筋 D13

弾性シーリング材

フェースプレート

リブプレート

後打ちコンクリート

伸縮装置(AIJ-30同等品以上)

パラペット 床　版

伸縮装置詳細図 S=1:5,10

A1橋台:AIJ-30同等品以上

1800

50 8×200=1600 150

1800

150 8×200=1600

200

5010801050

2
4
0

D
＋

8
2

2
4
0

鉄筋加工図

2360

8-D13×2360S1

2360

100

m

4.62m当り

単 位 数　量 摘          要名          称 規          格

伸縮装置取替数量表 A1橋台

荷重支持型ジョイント AIJ-30同等品以上

鉄筋

後打ちコンクリート σ3h=24N/mm

SD345 D13

4.62

0.2

0.019

m

t
3超速硬コンクリート

1.ジョイントのタイプ及び配筋計画は、現地状況によって変わる。

注記

2.既設伸縮装置撤去時のはつり高は、現地状況に応じて決定すること。

異形アンカー

2

D13×100 本 96

二重止水装置付き

3.ジョイントセット遊間Dは施工時の温度及び床版遊間dにより調整すること。

4.既設ジョイント撤去時パラペット及び床版の脆弱な箇所は全て斫りとること。

5.床版遊間は現地調査の上調整すること。

6.ジョイントの裏込幅及びパラペット幅は現地調査の上調整すること。

地覆部止水処理詳細図 S=1:10,1:2

400

1
0
0

シール材
ｼﾘｺｰﾝ♯70同等品以上

23(35)
遊間

2
0

止水材
ｼﾘｺｰﾝ♯70同等品以上

バックアップ材
発泡ポリウレタン

プライマー塗布
シリコーン用

※ (　)内の値はA2橋台部での寸法を示す。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その3)

図　示

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その4) 縮  尺  1 : 100

舗装打換工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

10590

2
83
0

2
83
0

8510

2

1

4

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

7500 5200
背面舗装打換範囲 背面舗装打換範囲

舗装打換
t=80mm

平　面　図

A1 A2

24
40

24
40 3

側
　
溝

舗装打換
t=80mm

4
7
0
0

3
5
0

4
0
0
0

3
5
0

4
0
0
0

4
0

表 層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)
　 　 t=40mm

※ 舗装構成は現況舗装を
　 確認後決定すること。

4
0 8
0

S=1:10道路部舗装構成図

基 層:再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20)
　 　 t=40mm

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その4)

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その5) 縮  尺  1 : 100

防護柵部分取替工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

平　面　図

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

防護柵部分取替
縦桟 N=1本

防護柵部分取替
縦桟 N=2本

防護柵部分取替
縦桟 N=1本

A1 A2

縦桟取替詳細図 S=1:20

6
8
5

φ19

丸鋼-φ19×685

1箇所当り
1-丸鋼 φ19×685(SR235相当)

9
2
5

8
6
0

6
5

1
5
0

7
1
0

※ 鋼材は溶融亜鉛めっきを施すこと。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その5)

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その6) 縮  尺  図　示

投物防止柵部分取替工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

投物防止柵部分取替詳細図 S=1:20

1
9
0
0

1
8
7
5

TYPE-B

縦胴縁取替

TYPE-A

中間孔付胴縁取替

1
9
0
0

1
8
7
5

網押え金具取替
網押えBN取替

L=4.0m

縦胴縁取付BN取替

丸鋼取替

1箇所当り
1-縦胴縁 R付L-40×40×3×1875(SS400)
1-丸鋼 φ6.0×1865(SR235相当)
7-網押え金具 19×26(SPHC)
3-縦胴縁取付BN M8×20(SUS304)

1箇所当り
1-縦胴縁 R付L-40×40×3×1875(SS400)

1-丸鋼 φ6.0×1865(SR235相当)
23-網押え金具 19×26(SPHC)
3-縦胴縁取付BN M8×20(SUS304)

1-中間孔付胴縁 R付L-40×40×3×4000(SS400)

7-網押えBN M8×32(SUS304)
23-網押えBN M8×32(SUS304)

位　置　図

縦胴縁取付BN取替

丸鋼取替

縦胴縁取替

網押え金具取替
網押えBN取替

3-中間胴縁取付BN M8×65(SUS304)

4000

A1 A2

投物防止柵部分取替
TYPE-A

投物防止柵部分取替
TYPE-B

投物防止柵部分取替
TYPE-B

※ 鋼材はめっき品を用いること。

※ 鋼材はめっき品を用いること。

中間胴縁取付BN取替

40

2020

4
0 2
0

2
0

7
0

@
3
0
0

R付L40x40x3
孔付胴縁

R付L40x40x3
縦胴縁

19x26

M8x32
網押えB.N

M8x20
縦胴縁取付B.N

鉄線φ4

丸鋼φ6

網押え金具

縦胴縁取付詳細 S=1:3 支柱・中間胴縁取付詳細 S=1:5

網押え金具

菱形金網

主柱
VB形鋼

中間胴縁取付
B.N. M8x65 140

1313 36 42 36

3
0 1
7

1
34
0 2
0

2
0

3 3

孔付胴縁
R付L40x40x3

継手ピース
R付L30x30x3

継手 B.N
M8x16

継手ピース取付詳細 S=1:3

X X

Y

Y
40

4
0

3

3

胴縁断面図 S=1:1

(R付L-40×40×3)

2
6

8

19

?8.
5 1

6
1
0

3

9.5 9.5

網押え金具 S=1:1

(19×26)

15

Y

Y

X X

73

3817.5 17.5

4
0

2
1
.
5

1
8
.
5

4
.
5

3
.
5

支柱断面図 S=1:1

(VB形鋼)

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その6)

図　示

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その7) 縮  尺  図　示

排水装置補修工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

2
0
0

排水管部分取替

伸縮継手 VP150用
DB型可とう継手S型同等品以上

VP150×200

1式当り
1-VP150×200
1-伸縮継手 VP150用(DB型可とう継手S型同等品以上)

排水管部分取替
位　置　図

A1 A2

取付金具ボルト取替

取付金具ボルト取替

取付け金具ボルト取替

取付金具ボルト取替

S=1:20 S=1:20 取付金具ボルト詳細図 S=1:10

7
0
0

本体打込み式アンカー
M12

丸鋼-φ12×700(両側ねじ切り)

1　-　1

ナット･ワッシャー
M12

丸鋼-φ12×700(両側ねじ切り)
ナット･ワッシャー M12

1 1

橋台座面

1箇所当り
2-丸鋼 φ12×700(両側ねじ切り)(SR235相当)
2-ナット･ワッシャー M12(SS400相当)
2-本体打込み式アンカー M12(SS400相当)

※ 取付け金具の設置高さが想定のため、
　 丸鋼の長さは現地確認後に決定すること。
※ 鋼材は溶融亜鉛めっきを施すこと。

ねじ切り部詳細図 S=1:3

ね
じ

切
り

本体打込み式アンカー
M12

丸　鋼
φ12×700

2
5

7
0
0

1
6

ね
じ

切
り

φ12

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その7)

図　示

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 補修図(その8) 縮  尺  1 : 100

支承防錆工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425

平　面　図

A1 A2

4
7
0
0

3
5
0

4
0
0
0

3
5
0

支承防錆 N=2基
可動支承(70t)

支承防錆 N=2基
固定支承(70t)

直角方向 橋軸方向

直角方向 橋軸方向

590 370

支承防錆
金属溶射

支承防錆
金属溶射

支承防錆詳細図 S=1:10

A1橋台(可動 70t)

支承防錆
金属溶射

590

支承防錆
金属溶射

370

A2橋台(固定 70t)

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 補修図(その8)

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 撤去図(その1) 縮  尺  図　示

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

7500 5200

伸縮装置・舗装撤去 S=1:100

A1 A2

側
　
溝

10590

2
8
30

2
8
30

1

2
8510

24
40

24
40

3

4

4
7
0
0

3
5
0

4
0
0
0

3
5
0

舗装版切断

舗装版撤去
アスファルト舗装版 t=80mm

舗装版撤去
アスファルト舗装版 t=80mm

伸縮装置撤去

伸縮装置撤去

L=4.62m

L=4.62m

46204620

4620舗装版切断

舗装版切断

S=1:10道路部舗装詳細図

8
0

アスファルト舗装版
t=80mm

4
0

4
0

7
0

100350

伸縮装置撤去
(ｶｯﾄｵﾌｼﾞｮｲﾝﾄと想定)

コンクリートはつり

パラペット 床　版

S=1:5既設伸縮装置詳細図

(
平
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舗装版切断

: コンクリートはつり
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西中谷橋 撤去図(その2) 縮  尺  図　示

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

防護柵・投物防止柵・排水管撤去

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35
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S=1:100
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縦桟撤去 N=1本
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TYPE-B

排水管取付金具ボルト撤去

排水管部分撤去
排水管取付金具ボルト撤去

縦桟撤去詳細図 S=1:20
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1-中間胴縁 R付L-40×40×3×4000
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4
0
0

排水管部分撤去詳細図

排水管撤去

1箇所当り
1-VP150×400

S=1:20

VP150×400

切　断

取付金具ボルト撤去詳細図 S=1:10

7
0
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1箇所当り
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床　版
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西中谷橋 撤去図(その3) 縮  尺  図　示

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

変位制限構造撤去詳細図 S=1:50
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位　置　図
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変位制限構造撤去
N=2箇所

変位制限構造撤去
N=2箇所

縁端拡幅撤去 縁端拡幅撤去

縁端拡幅撤去詳細図 S=1:50
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既設アンカー撤去
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250 150
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既設アンカー撤去詳細図 S=1:10
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＋
1
0
=
3
5

D
2
5

既設アンカー撤去詳細図 S=1:10

アンカー筋:D25

削　孔:φ35×385
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西中谷橋 復旧図(その1) 縮  尺  図　示

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

変位制限構造復旧詳細図 S=1:50
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(kg)
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7
8
4

2
9
0

302

6-D32×13801T

341

R96

43

4
2
4

637

4
2
4

1-D16×14402T

286

56
3

12
8

128

50

1
5
1

151

120
°

8-D16×14603T

338

128 128

1
5
1

1
5
1

R4
8

4-D16×9004T

R4
8

アンカー定着詳細図 S=1:10
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アンカー筋:    D32

注入材:エポキシ樹脂

T1

下地処理
チッピング

緩衝材取付詳細図 S=1:3
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M12寸切ボルト(SS400)
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溶融亜鉛メッキ

緩衝材(硬度55°±5°程度)
クロロプレンゴム

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ 400×200×50 硬度55°±5°程度
Bolt       4-M12×200(SS400)溶融亜鉛メッキ
Nut        8-M12(SS400)溶融亜鉛メッキ
Washer     8-M12(SS400)溶融亜鉛メッキ

緩衝材ボルト取付図 S=1:10
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西中谷橋 復旧図(その2) 縮  尺  図　示

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

縁端拡幅復旧詳細図 S=1:50
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西中谷橋 仮設図 縮  尺  1 : 100
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西中谷橋 足場工図 縮  尺  1 : 100

(参考図)

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425

側　面　図

橋　長 31208

23 桁　長 31150 35

425 支間長 30300 425

A1 A2

平　面　図

A1 A2

-
60

00

-
60

00

0.5%

至 名古屋 至 大阪

東名阪自動車道

M F

至 名
古屋

至 大
阪

東名阪自動車道

8900

8200

1
0
0
0

4
7
0
0

1
0
0
0

単管傾斜足場
シート張･板張防護

手摺先行型枠組足場
シート張･板張防護
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単管傾斜足場
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手摺先行型枠組足場
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手摺先行型枠組足場
シート張･板張防護

手摺先行型枠組足場
シート張･板張防護

側面図(支承防錆工終了後)

※ 支承防錆工終了後は、竪壁前面の手摺先行型枠組足場幅を600mmにすること。

2.足場設置期間中、足場側面に下端位置を示す保安灯(すずらん灯)、
注記 1.足場設置時は、現地の建築限界を確認の上、行うこと。

  頭上注意、桁下高を示す看板等を設置すること。
3.足場設置時、施工時には、桁下高等の注意を促す工事予告看板等を
  設置すること。
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断　面　図 S=1:50
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西中谷橋 交通規制図(その1) 縮  尺  1 : 150

(参考図)

(走行車線規制)

100m300m 工事箇所 100m
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テーパー区間

東名阪自動車道
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20m間隔(ラバコーン)

300m

平　面　図

テーパー区間 20m間隔(ラバコーン)

注記 1.工事予告看板の設置数及び距離は、現地の状況
  及び協議によって決定すること。
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※　　は、内照式標識板を使用すること。
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東名阪自動車道

側　面　図
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S=1:100
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1000m先

15

1500m先

7

2000m先

12 1 4 5

矢印板

※ 矢印板は、自発光式矢印板を併用すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 交通規制図(その1)(参考図)

1:150

5 0 0 m 先

速

度

落

せ

速

度

注

意

追 越 禁 止

先03 0 m

中事工

先km1

中事工

先51 . km

中事工

8 0 0 m 先2 0 0 0 m 先

右

へ

側

右

側

走

行

追 越 禁 止追 越 禁 止

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 交通規制図(その2) 縮  尺  1 : 150

(参考図)

(追越車線規制)

100m300m 工事箇所 100m

100m工事箇所100m 300m

東名阪自動車道

A2

A1

至 名古屋

至 大阪

テーパー区間20m間隔(ラバコーン)

テーパー区間 20m間隔(ラバコーン)

平　面　図

1

1

道路標識 道路標識2 3 4 5 6 道路標識7道路標識 標 示 板1 標 示 板9

50

道路標識8 10

標 示 板 標 示 板14 標 示 板

道路標識

15

道路標識 道路標識 11

12 13標 示 板

道路標識

3
5
0
0

5
0
0

3
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

5
0
0

20m間隔(矢印板16枚)

20m間隔(矢印板16枚)

※　　は、内照式標識板を使用すること。

A1 A2

至 名古屋

東名阪自動車道

側　面　図

至 大阪

S=1:100

10500 2000 10500

3000 3500 3500 500 500 3500 3500 3000

注記 1.工事予告看板の設置数及び距離は、現地の状況
  及び協議によって決定すること。

2

100m先 200m先

13

300m先

4 10

400m先

6

500m先

11

600m先

3

700m先

11 9

800m先

10

900m先

14

1000m先

15

1500m先

12

2000m先

7

2

100m先200m先

13

300m先

410

400m先

6

500m先

11

600m先

3

700m先

119

800m先

10

900m先

14

1000m先

15

1500m先

7

2000m先

12 4 5

5 4

11

300m先 600m先

8

11

300m先

8

600m先

ラバコーン 交通監視員 標識車ロボット AVライト 矢印板

※ 矢印板は、自発光式矢印板を併用すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 交通規制図(その2)(参考図)

1:150

5 0 0 m 先

速

度

落

せ

先03 0 m

中事工

先km1

中事工

先51 . km

中事工

2 0 0 0 m 先追 越 禁 止追 越 禁 止 8 0 0 m 先

左
側

走

行

左

へ

側

追 越 禁 止

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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西中谷橋 交通規制図(その3) 縮  尺  1 : 150

(参考図)

(路肩規制)

100m工事箇所50m

テーパー区間

東名阪自動車道

A2

A1

至 名古屋

至 大阪

道路標識2 3 標 示 板1 道路標識

10～20m間隔(ラバコーン)

100m

平　面　図

※ ラバコーンは路肩外側線内に設置するものとする。

3
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

5
0
0

3
5
0
0

5
0
0

3
5
0
0

3
0
0
0

20m間隔(矢印板6枚)

※ 標識は、内照式標識板を使用すること。

A1 A2

東名阪自動車道

側　面　図 S=1:100

至 名古屋 至 大阪

10500 2000 10500

3000 3500 3500 500 500 3500 3500 3000

注記 1.工事予告看板の設置数及び距離は、現地の状況
  及び協議によって決定すること。

交通監視員 標識車赤色回転灯

200m先

1

400m先

2

500m先

3

ラバコーン

矢印板

※ 矢印板は、自発光式矢印板を併用すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

西中谷橋 交通規制図(その3)(参考図)

1:150

5 0 0 m 先

路
肩

工

事

2 0 0 m 先

中

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 現況一般図 縮  尺  1 : 200

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

支間長 52900 支間長 33500 550550

側　面　図

A1 P1 A2

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

550 支間長 52900 支間長 33500 550

9
1
0
0

5
5
0

8
0
0
0

5
5
0

3
0
0
2
5
0

3
0
0

2
5
0

平　面　図

A1 P1 A2

-
80

00

-

80

00

3.0%

(新名神高速道路)

東名阪自動車道

至 大阪

東名阪自動車道

至 名古屋

至 名古屋

東名阪自動車道

至 大阪

(新名神高速道路)

至 大阪 至 大阪

至 名古屋
至 名古屋

東名阪自動車道 東名阪自動車道 東名阪自動車道

※ 現況線は竣工図書からのトレースであるため、現地で確認を行ってから施工を行うこと。

9100

550 8000 550

300 250 250 300

950 3×2400=7200 950

2
3
0
0

断　面　図 S=1:100

支　点　部 中　間　部

2
0
0
0

2
5
0
7
5
0
1
0
0
0

2
0
0
0

2
5
0
7
5
0
1
0
0
0

アスファルト舗装
t=80mm

2.0% 2.0%

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 現況一般図

1:200

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 対策一般図 縮  尺  1 : 200

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

支間長 52900 支間長 33500 550550

側　面　図

A1 P1 A2

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

550 支間長 52900 支間長 33500 550

9
1
0
0

5
5
0

8
0
0
0

5
5
0

3
0
0
2
5
0

3
0
0

2
5
0

平　面　図

A1 P1 A2

-
80

00

-

80

00

3.0%

(新名神高速道路)

東名阪自動車道

至 大阪

東名阪自動車道

至 名古屋

至 名古屋

東名阪自動車道

至 大阪

(新名神高速道路)

至 大阪 至 大阪

至 名古屋
至 名古屋

東名阪自動車道 東名阪自動車道 東名阪自動車道

止水材取替工(鋼板隙間部･壁高欄目地部)

止水材取替工(鋼板隙間部･壁高欄目地部)

伸縮装置部分補修工

伸縮装置部分補修工

伸縮装置部分補修工
伸縮装置部分補修工

排水管部分取替工

排水管部分取替工

ひびわれ充填工(A1橋台)

ひびわれ充填工(A2橋台)

ひびわれ充填工(A1橋台) ひびわれ充填工(A2橋台)

※ 現況線は竣工図書からのトレースであるため、現地で確認を行ってから施工を行うこと。

ひびわれ充填工(P1橋脚)

ひびわれ充填工(P1橋脚)

9100

550 8000 550

300 250 250 300

950 3×2400=7200 950

2
3
0
0

断　面　図 S=1:100

支　点　部 中　間　部

2
0
0
0

2
5
0
7
5
0
1
0
0
0

2
0
0
0

2
5
0
7
5
0
1
0
0
0

アスファルト舗装
t=80mm

2.0% 2.0%

止水材取替工 止水材取替工

ひびわれ充填工(A1,2橋台･P1橋脚)

(鋼板隙間部) (鋼板隙間部)

止水材取替工
(壁高欄目地部)

止水材取替工
(壁高欄目地部)

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 対策一般図

1:200

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 補修図(その1) 縮  尺  1：100

ひびわれ充填工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

A 1 橋 台

ひびわれ充填(胸壁)2
W=0.2mm,L=1.2m

A 2 橋 台 ひびわれ充填

位　置
ひびわれ幅

(mm)

長　さ

(m)
箇　所

ひびわれ延長

(m)

合　計 3.3

1

0.2 1.211.2

【A1橋台】

小　計 2.1

遊離石灰

剥　離

漏　水

鉄筋露出

豆板・空洞

ひびわれ

凡　例

その他

ひびわれ充填(竪壁)3
W=不明,L=0.6m

ひびわれ充填(翼壁)4
W=不明,L=0.5m

ひびわれ充填(竪壁)5
W=不明,L=0.4m

P 1 橋 脚
A 1 側

2

- 0.610.6

4 - 0.510.5

【A2橋台】

小　計 0.9

5 - 0.410.4

6 - 0.110.1

【P1橋脚】

小　計 0.3

7 - 0.210.2

ひびわれ充填(竪壁)1
W=不明,L=0.3m

3

- 0.310.3

ひびわれ充填(梁)7
W=不明,L=0.2m

ひびわれ充填(梁)6
W=不明,L=0.1m

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 補修図(その1)

1:100

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 補修図(その2) 縮  尺  図　示

止水材取替工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

止水材取替(鋼板隙間部) 87500

止水材取替(鋼板隙間部) 87500

平　面　図 S=1:200

A1 A2P1

9
1
0
0

5
5
0

8
0
0
0

5
5
0

止水材取替
壁高欄収縮目地部 N=10箇所

止水材取替
壁高欄収縮目地部 N=10箇所

止水材取替
壁高欄膨張目地部 N=9箇所

止水材取替
壁高欄膨張目地部 N=9箇所

止水材取替

9100

550 8000 550

断　面　図 S=1:100

鋼板隙間部
止水材取替
壁高欄目地部

止水材取替
壁高欄目地部

300 250 300250

7
5
0

7
5
0

止水材取替
鋼板隙間部

30

2
0

プライマー塗布
シリコーン用

バックアップ材
発泡ポリウレタン

止水材
ｼﾘｺｰﾝ♯70同等品以上

鋼板隙間部目地詳細図 S=1:2

壁高欄

鋼板

収縮目地詳細図 S=1:5

60

3
0

止水材
ｼﾘｺｰﾝ♯70同等品以上

プライマー塗布
シリコーン用

膨張目地詳細図 S=1:5

70

30 10 30

3
0

止水材
ｼﾘｺｰﾝ♯70同等品以上

プライマー塗布
シリコーン用

既設目地材

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 補修図(その2)

図　示

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 補修図(その3) 縮  尺  図　示

排水管部分取替工

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

P1橋脚正面図 S=1:50

A1橋台側

排水管部分取替

P1橋脚側面図 S=1:50

名古屋側

排水管部分取替

排水管部分取替詳細図 S=1:20

12
00

VP □-210×110×1200

インナーソケット

インナーソケット

1式当り
1-VP □-210×110×1200
2-インナーソケット □-210×110用

※ 管の延長は現地にて確認を行い決定すること。

R2065.5(管中心)

インナーソケット S=1:5

202

100 2 100

9
1

9
4

189.8

9
1

192
9
4

2

2

1

1

1　-　1 2　-　2

□-210×110用

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 補修図(その3)

図　示

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事

26 / 30



小谷跨道橋 撤去図 縮  尺  1 : 50

注記 1.各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

P1橋脚正面図
A1橋台側

排水管撤去

P1橋脚側面図
名古屋側

排水管撤去

排水管撤去詳細図 S=1:20

10
00

排水管撤去

1式当り
1-VP □-210×110×1000

R2065.5(管中心)

VP □-210×110×1000

切　断

※ 切断位置は現地確認後、協議の上決定すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 撤去図

1:50

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 足場工図 縮  尺  1 : 200

(参考図)

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

支間長 52900 支間長 33500 550550

側　面　図

A1 P1 A2

橋　長 88000

250 桁　長 87500 250

550 支間長 52900 支間長 33500 550

平　面　図

A1 P1 A2

-
80

00

-

80

00

3.0%

(新名神高速道路)

東名阪自動車道

至 大阪

東名阪自動車道

至 名古屋

至 名古屋

東名阪自動車道

至 大阪

(新名神高速道路)

至 大阪 至 大阪

至 名古屋
至 名古屋

東名阪自動車道 東名阪自動車道 東名阪自動車道

88000

5
7
0
0

8
0
0

9
1
0
0

8
0
0

片側朝顔防護足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場
シート張･板張防護

88000

88000

片側朝顔防護足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場(H=3100)
シート張･板張防護

 : 単管傾斜足場

 : 吊足場

片側朝顔防護足場
シート張･板張防護

9
20
0

11000

3
1
0
0

3
00
0

7
6
0
0

9
00
0

8300

単管傾斜足場(H=7600)
シート張･板張防護

4
8
0
0

単管傾斜足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場
シート張･板張防護

単管傾斜足場
シート張･板張防護

11000

側面積 A=38.1m2

1
0
0
0

8300

1000 2200

1
0
0
0

1600 6700

1600 6700

7
1
0
0

(
平

均
)

3
00
0

1000

2.足場設置期間中、足場側面に下端位置を示す保安灯(すずらん灯)、
注記 1.足場設置時は、現地の建築限界を確認の上、行うこと。

  頭上注意、桁下高を示す看板等を設置すること。
3.足場設置時、施工時には、桁下高等の注意を促す工事予告看板等を
  設置すること。

800 9100 800

950 950

断　面　図 S=1:100

片側朝顔防護足場
シート張･板張防護

片側朝顔防護足場
シート張･板張防護

4
7
0
0

4
7
0
0

（夜間）足場設置・撤去部分

4.図中の東名阪自動車道下り線（大阪方面）OFFランプ追越車線及び、
東名阪自動車道下り線（大阪方面）本線走行車線上での足場設置・撤去
作業は夜間交通規制中（20時から翌6時）に行うこと。

88000.000

15000

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号

小谷跨道橋 足場工図(参考図)

1:200

亀山市　土木課

西中谷橋及び小谷跨道橋修繕工事
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小谷跨道橋 交通規制図(その1) 縮  尺  1 : 300

(参考図)

(走行車線規制)

平　面　図

注記 1.工事予告看板の設置数及び距離は、現地の状況
  及び協議によって決定すること。

※　　は、内照式標識板を使用すること。

A1

P1

A2

至 名古屋

東名阪自動車道

(新名神高速道路)
至 大阪

至 大阪

100m工事箇所100m 300m

100m

工事箇所

100m

300m

至 名古屋

テーパー区間

20m間隔(矢印板16枚)
20m間隔(ラバコーン)

道路標識 道路標識2 3 4 5 6 道路標識7道路標識 標 示 板1 標 示 板
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※ 規制範囲は、現地の状況に応じて適切な範囲で決定すること。

35
0
0
25
0
0

3
50
0

7
50

3
0
0
0

3
5
0
0

5
0
0

3
5
0
0

3
5
0
0
5
0
0

3
5
0
0

3
0
0
0

3
5
0
0

7
5
0

3
5
0
0
2
5
0 0

側　面　図

A1

P1
A2

(新名神高速道路)

東名阪自動車道

至 大阪

東名阪自動車道

至 名古屋

至 名古屋

東名阪自動車道

至 大阪

S=1:250

10500 2000 10500

3000 3500 3500 500 500 3500 3500 3000

10250

750 3500 3500 2500

10250

2500 3500 3500 750

2

100m先200m先

13

300m先

49

400m先

6

500m先

11

600m先

3

700m先

118

800m先

10

900m先

14

1000m先

15

1500m先

7

2000m先

12 1 4 5

2

100m先 200m先

13

300m先

4 9

400m先

6

500m先

11

600m先

3

700m先

11 8

800m先

10

900m先

14

1000m先

15

1500m先

12

2000m先

71

45

ラバコーン 交通監視員 矢印板 標識車ロボット AVライト

2

100m先
200m先13

300m先

4
9

400m先
6

500m先

11

600m先
3

700m先

11

8

800m先10

900m先14

1000m先15

1500m先7

2000m先
12

1

4

5

2

100m先 200m先

13

300m先

4 9

400m先

6

500m先

11

600m先

3

700m先

11 8

800m先

10

900m先

14

1000m先

15

1500m先

12

2000m先

71
45

※ 矢印板は、自発光式矢印板を併用すること。
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※　　は、内照式標識板を使用すること。

注記 1.工事予告看板の設置数及び距離は、現地の状況
  及び協議によって決定すること。

※ 規制範囲は、現地の状況に応じて適切な範囲で決定すること。
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※ 矢印板は、自発光式矢印板を併用すること。
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